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示唆 されたが今後の 更 なる検討を要する .

5 　 末 端 肥 大 症 患 者 に お け る 糖 代 謝 の 解 析

羽 入 修 ・ 山 谷 恵 一 ・ 戸 谷 真 紀

小 林 千 晶 ・ 佐 藤 隆 之 ・ 宗 田 聡

平 山 哲 ・ 鈴 木 克 典 ・ 中 川 理

相 澤 義 房

新潟大学大学院医歯学総合研究科

内分泌代謝学分野

【背景】 末端肥大症 で は増加 した G H によりイ

ン ス リ ン抵抗性と高イ ン ス リ ン血症を呈するが耐

糖能障害は比較的軽度に留まる こ とが多い . これ

に は 血糖 低下 作 用や月琴
′
? 細 胞増 殖作 用 を持 つ

I G F - I が関与して い る可能性がある .

【目的】 末端肥大症 の イ ン ス リ ン分泌能 および

感受性と G H
,
I G F -Ⅰ との 関連性よりI G F - Ⅰの 牌

/
ヲ細胞 に対する影響を検討する .

【方法】 末端肥大症 5 例 に対 し H a rd y 手術前後

に ミ ニ マ ル モ デル 解析を施行 した .

【結果】 末端肥大症は 2 型糖尿病 に比 し Si は同

等 で あ っ た が A I R g は有意に高 か っ た . AI R g は

H O M A - R と I G F - Ⅰ に正相 関し F P G に負相 関 し

た .

【考案】I G F
-

Ⅰ は培養細胞や糖尿病モ デル 動物

にお い て騨 p 細胞増殖作用が報告されて い るが と

卜牌β細胞 へ の 影響 は不明であ る. 今回末端肥大

症で AI R g が高 い 機序 と して ① G H によ るイ ン ス

リ ン抵抗性②I G F -

I に よる輝 p 細胞増殖作用の

関与が示唆された . また耐糖能障害が軽度 に留ま

る機序と して I G F - I に よる イ ン ス リ ン 作用増強

効果に加 え月率β細胞増殖作用が 関与する可能性が

6 　 副 甲 状 腺 機 能 亢 進 症 を 契 機 に 発 見 さ れ た 褐 色

腫 （ b r o w n  t u m o r ） と 副 甲 状 腺 癌 の l 例

宮 腰 将 史 ・ 鴨 井 久 司 ・ 金 子 兼 三

長岡赤十字病院糖尿病センター

5 5 歳女性 . 膝 と腰 の 痛み 出現 し婦人科外来受

諺 . 骨粗繋症 と診断され加療. 経過 中
,
高 C a 血

症, i n t a ct F r Ⅲ 高値であり, 副甲状腺機能元進症

を指摘された . C T
,
M IB I 副腎シ ンチ等の 画像検

査 で
,
左副甲状腺腫癌

, 多発骨病変を認めた . 経

過と合わせ る と
,
副甲状腺癌

,
多発骨転移が強く

疑われた .

副甲状腺腫癌と肋骨の 摘出術施行 . 病理診断 で

は
,
それぞれ腺癌

,
褐色腫であ っ た .

術前の M RI に て
,
左第 3 肋骨の 骨病変は T l

,

T 2 強調画像とも に低信号を呈 し
,
内部 に 一

部造

影される充実部分を有 してい た . これらは褐色腫

に典型的な所見で ある .

副甲状腺癌 に合併 した骨病変の 術前評価 の 際
,

転移癌と の 鑑別 に M RI が有用と な る可能性があ

る と思われた .

I I ． 特 別 講 演

「甲状腺機能亢進症は内科的治療でどの程度よく

なるのか，治療の注意と実際」+

国家公務員共済組合連合会三宿病院院長

紫 芝 良 昌


